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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列腕に接続されている複数の主共振器と、
　並列腕に接続されている複数の副共振器と、
　前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に並列に接続されている主インダ
クタと、
　前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に並列に接続されている副インダ
クタとを備え、
　前記副インダクタが並列に接続されている副共振器が、前記主インダクタが並列に接続
されている前記直列腕との２つの接続点の間以外の当該直列腕の経路上に接続されること
により、前記主インダクタ及び前記副インダクタは、それぞれ異なる経路上に接続されて
いる、フィルタ。
【請求項２】
　フィルタを備えたデュープレクサであって、
　前記フィルタは、
　　直列腕に接続されている複数の主共振器と、
　　並列腕に接続されている複数の副共振器と、
　　前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に並列に接続されている主イン
ダクタと、
　　前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に並列に接続されている副イン
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ダクタとを備え、
　　前記副インダクタが並列に接続されている副共振器が、前記主インダクタが並列に接
続されている前記直列腕との２つの接続点の間以外の当該直列腕の経路上に接続されるこ
とにより、前記主インダクタ及び前記副インダクタは、それぞれ異なる経路上に接続され
ている、デュープレクサ。
【請求項３】
　フィルタを備えた通信モジュールであって、
　前記フィルタは、
　　直列腕に接続されている複数の主共振器と、
　　並列腕に接続されている複数の副共振器と、
　　前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に並列に接続されている主イン
ダクタと、
　　前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に並列に接続されている副イン
ダクタとを備え、
　　前記副インダクタが並列に接続されている副共振器が、前記主インダクタが並列に接
続されている前記直列腕との２つの接続点の間以外の当該直列腕の経路上に接続されるこ
とにより、前記主インダクタ及び前記副インダクタは、それぞれ異なる経路上に接続され
ている、通信モジュール。
【請求項４】
　フィルタを備えた通信装置であって、
　前記フィルタは、
　　直列腕に接続されている複数の主共振器と、
　　並列腕に接続されている複数の副共振器と、
　　前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に並列に接続されている主イン
ダクタと、
　　前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に並列に接続されている副イン
ダクタとを備え、
　　前記副インダクタが並列に接続されている副共振器が、前記主インダクタが並列に接
続されている前記直列腕との２つの接続点の間以外の当該直列腕の経路上に接続されるこ
とにより、前記主インダクタ及び前記副インダクタは、それぞれ異なる経路上に接続され
ている、通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の開示は、フィルタ、デュープレクサ、通信モジュール、通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、圧電材料を用いた弾性表面波（ＳＡＷ）や圧電薄膜の厚み振動波を用いた共進器
（ＦＢＡＲ）を複数組み合わせることにより特定の周波数帯の電気信号のみを通過させる
特徴を持った高周波通信用のフィルタ素子が開発されている。ＳＡＷやＦＢＡＲを利用し
たフィルタ部品は、他の誘電体フィルタやセラミックフィルタに比して外形サイズが小さ
く、かつ急峻なロールオフ特性を持つため、小型で、狭い比帯域幅が要求される携帯電話
等の移動体通信部品に適している。ＳＡＷ，ＦＢＡＲのラダー型フィルタを用いた応用部
品として、デュープレクサがある。デュープレクサは、送受信機能を持ち、送信信号と受
信信号の周波数が異なる無線装置において用いられる。フィルタやデュープレクサにおい
てそれらの挿入損失は機器の特性に大きな影響を与える。
【０００３】
　特許文献１及び２は、ラダー型フィルタにインダクタを追加して、フィルタ特性を改善
する構成を開示している。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１３５３２２号公報
【特許文献２】特表２００９－５１４２７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら特許文献１及び２に開示されているラダー型フィルタでは、広帯域化が困
難であるとともに、通過帯域内に損失が生じてしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願に開示するフィルタは、直列腕に接続されている複数の主共振器と、並列腕に接続
されている複数の副共振器と、前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に接
続されている主インダクタと、前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に接
続されている副インダクタとを備え、前記主共振器と前記副インダクタが並列接続された
副共振器との間の経路には前記主インダクタが接続されないように、前記主インダクタが
配置されている。
【０００７】
　本願に開示するデュープレクサは、フィルタを備えたデュープレクサであって、前記フ
ィルタは、直列腕に接続されている複数の主共振器と、並列腕に接続されている複数の副
共振器と、前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に接続されている主イン
ダクタと、前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に接続されている副イン
ダクタとを備え、前記主共振器と前記副インダクタが並列接続された副共振器との間の経
路には前記主インダクタが接続されないように、前記主インダクタが配置されている。
【０００８】
　本願に開示する通信モジュールは、フィルタを備えた通信モジュールであって、前記フ
ィルタは、直列腕に接続されている複数の主共振器と、並列腕に接続されている複数の副
共振器と、前記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に接続されている主イン
ダクタと、前記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に接続されている副イン
ダクタとを備え、前記主共振器と前記副インダクタが並列接続された副共振器との間の経
路には前記主インダクタが接続されないように、前記主インダクタが配置されている。
【０００９】
　本願に開示する通信装置は、フィルタを備えた通信装置であって、前記フィルタは、直
列腕に接続されている複数の主共振器と、並列腕に接続されている複数の副共振器と、前
記複数の主共振器のうち少なくとも一つの主共振器に接続されている主インダクタと、前
記複数の副共振器のうち少なくとも一つの副共振器に接続されている副インダクタとを備
え、前記主共振器と前記副インダクタが並列接続された副共振器との間の経路には前記主
インダクタが接続されないように、前記主インダクタが配置されている。
【発明の効果】
【００１０】
　本願の開示によれば、低損失化及び広帯域化が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】比較例としてのラダー型フィルタの回路図
【図２】実施例としてのラダー型フィルタの回路図
【図３】図１及び図２に示すフィルタの通過特性を示す特性図
【図４】複数のインダクタを備えたラダー型フィルタの回路図
【図５】図４に示すフィルタの通過特性を示す特性図
【図６】入力側、出力側のラダー型フィルタの回路図
【図７】図６に示すフィルタの通過特性を示す特性図
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【図８】デュープレクサのブロック図
【図９】通信モジュールのブロック図
【図１０】通信装置のブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（実施の形態１）
　　〔１．フィルタの構成〕
　図１は、比較例としてのラダー型フィルタの回路図である。図２は、実施例としてのラ
ダー型フィルタの回路図である。図３は、図１及び図２に示す各ラダー型フィルタにおけ
る通過特性を示す。図３における特性（ａ）～（ｄ）は、それぞれ図１（ａ）～（ｄ）に
示すラダー型フィルタの特性である。
【００１３】
　図１（ａ）～（ｃ）に示すラダー型フィルタは、直列腕に直列共振器Ｓ１及びＳ２が接
続され、並列腕に並列共振器Ｐ１～Ｐ３が接続されている。直列共振器Ｓ１、Ｓ２、およ
び並列共振器Ｐ１～Ｐ３は、例えば、それぞれＦＢＡＲで実現することができる。各共振
器の定数は、例えば、端子間容量と音響回路の等価容量との比で表される容量比γ＝１６
、共振Ｑ＝６８０、反共振Ｑ＝１１００を有する。直列共振器Ｓ１及びＳ２の共振周波数
は、例えば３．７ＧＨｚである。並列共振器Ｐ１～Ｐ３の共振周波数は、例えば３．５Ｇ
Ｈｚである。図１（ｂ）に示すラダー型フィルタは、並列共振器Ｐ１に対して並列にイン
ダクタＬ１が接続されている。図１（ｃ）に示すラダー型フィルタは、並列共振器Ｐ１に
対して並列にインダクタＬ１が接続され、並列共振器Ｐ３に対して並列にインダクタＬ２
が接続されている。インダクタＬ１及びＬ２の値は、例えば４．６ｎＨである。
【００１４】
　図１（ｄ）に示すラダー型フィルタは、直列腕に直列共振器Ｓ３及びＳ４が接続され、
並列腕に並列共振器Ｐ１～Ｐ３が接続されている。図１（ｄ）に示すラダー型フィルタは
、直列共振器Ｓ４に対して並列にインダクタＬ３が接続されている。直列共振器Ｓ３の共
振周波数は、例えば３．７５ＧＨｚである。直列共振器Ｓ４の共振周波数は、例えば３．
６ＧＨｚである。並列共振器Ｐ１～Ｐ３の共振周波数は、例えば３．５ＧＨｚである。イ
ンダクタＬ３の値は、例えば２ｎＨである。
【００１５】
　図１（ａ）に示すラダー型フィルタでは、図３における特性（ａ）に示すように通過帯
域の中央付近の周波数帯域の信号が大きく減衰し、損失が大きくなる。これに対して、図
１（ｂ）～（ｄ）に示すようにラダー型フィルタに含まれる共振器にインダクタを接続す
ることによって、図３における特性（ｂ）～（ｄ）に示すように通過帯域の中央付近の周
波数帯域の減衰量を、特性（ａ）における減衰量に比べて、低減することができる。しか
し、図３における特性（ｂ）～（ｄ）は、低損失な通過特性とは言い難い。
【００１６】
　図２に示すラダー型フィルタは、並列共振器Ｐ１１に対して並列にインダクタＬ１１が
接続され、直列共振器Ｓ１２に対して並列にインダクタＬ１２が接続されている。インダ
クタＬ１１は、直列共振器Ｓ１１と並列共振器Ｐ１１との間の経路上に接続されている。
インダクタＬ１２は、直列共振器Ｓ１２と並列共振器Ｐ１２との間の経路上と、直列共振
器Ｓ１２と並列共振器Ｐ１３との間の経路上とに接続されている。すなわち、インダクタ
Ｌ１１の間の経路上とインダクタＬ１２の間の経路上とは異なる位置にある。直列共振器
Ｓ１１の共振周波数は、例えば３．７５ＧＨｚである。直列共振器Ｓ１２の共振周波数は
、例えば３．６ＧＨｚである。並列共振器Ｐ１１～Ｐ１３の共振周波数は、例えば３．５
ＧＨｚである。インダクタＬ１１の値は、例えば４．６ｎＨである。インダクタＬ１２の
値は、例えば２ｎＨである。
【００１７】
　図１に示す比較例としてのラダー型フィルタと、図２に示す実施例としてのラダー型フ
ィルタとの違いは、複数のインダクタのうち一方のインダクタが直列腕に接続され、他方
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のインダクタが並列腕に接続されている点である。図２に示すラダー型フィルタでは、図
３における特性Ａに示すように、通過帯域の中央付近の周波数帯域の減衰を特性（ａ）～
（ｄ）に比べて抑えることができ、損失を低減することができる。また、図３における特
性Ａに示すように、通過帯域の帯域幅を特性（ａ）～（ｃ）に示す帯域幅に比べて拡大す
ることができる。
【００１８】
　なお、フィルタの通過特性は、インダクタをラダー型フィルタにおける直列腕と並列腕
とにそれぞれ接続するだけでなく、インダクタを接続する箇所によって通過特性が変わる
。以下、インダクタの接続箇所とラダー型フィルタの通過特性との関係について説明する
。
【００１９】
　図４（ａ）に示すように、並列共振器Ｐ１１に対して並列にインダクタＬ１１が接続さ
れ、直列共振器Ｓ１２に対して並列にインダクタＬ１２が接続されているラダー型フィル
タである。図４（ｂ）は、並列共振器Ｐ２１に対して並列にインダクタＬ２１が接続され
、直列共振器Ｓ２１に対して並列にインダクタＬ２２が接続されているラダー型フィルタ
である。インダクタＬ２１及びＬ２２は、直列共振器Ｓ２１と並列共振器Ｐ２１との間の
経路上に接続されている。図４（ｃ）は、並列共振器Ｐ３１に対して並列にインダクタＬ
３１が接続され、直列共振器Ｓ３１に対して並列にインダクタＬ３２が接続され、並列共
振器Ｐ３３に対して並列にインダクタＬ３３が接続されているラダー型フィルタである。
インダクタＬ３１及びＬ３２は、直列共振器Ｓ３１と並列共振器Ｐ３１との間の経路上に
接続されている。図４に示すラダー型フィルタにおいて、各共振器及びインダクタの定数
は、図１または図２に示す共振器、インダクタの定数と同等としている。
【００２０】
　図５は、図４（ａ）～（ｃ）に示すラダー型フィルタの通過特性を示す。図４（ａ）に
示すように、インダクタＬ１１とインダクタＬ１２とがそれぞれ異なる経路上（直列腕と
並列腕との間の経路上）に接続されている場合、図５における特性（ａ）に示すように通
過帯域の中央付近において減衰量が大きくならず、低損失の通過特性が得られる。
【００２１】
　一方、図４（ｂ）に示すように、インダクタＬ２１とインダクタＬ２２とが同じ経路上
に接続されている場合、図５における特性（ｂ）に示すように通過帯域の中央付近におけ
る減衰量が特性（ａ）に比べて大きくなり、損失が大きくなってしまう。
【００２２】
　また、図４（ｃ）に示すように、インダクタＬ３１とインダクタＬ３２とが同じ経路上
に接続され、インダクタＬ３２とインダクタＬ３３とが異なる経路上に接続されている場
合（すなわち、図４（ｂ）に示すラダー型フィルタにおける並列腕にインダクタを追加し
た場合）、図５における特性（ｃ）に示すように通過帯域の中央付近における減衰量を特
性（ｂ）に比べて小さくできる。しかし、通過帯域の中央付近における減衰量は、特性（
ａ）に示す減衰量よりも大きい。したがって、特性（ｃ）は低損失であるとは言い難い。
【００２３】
　図４（ａ）に示すように、並列腕に接続するインダクタＬ１１と直列腕に接続するイン
ダクタＬ１２とを、それぞれ異なる経路上（直列腕と並列腕との間の経路上）に接続する
ことにより、低損失のラダー型フィルタを実現することができる。
【００２４】
　以下、図４（ａ）に示すラダー型フィルタで得られる効果をさらに詳しく説明する。
【００２５】
　図６（ａ）は、図４（ａ）に示すラダー型フィルタにおける入力側の２段分のラダー型
フィルタを示す。図６（ｂ）は、図４（ａ）に示すラダー型フィルタにおける出力側の２
段分のラダー型フィルタを示す。図６（ｃ）は、図４（ｂ）に示すラダー型フィルタにお
ける入力側の２段分のラダー型フィルタを示す。図６（ｄ）は、図４（ｂ）に示すラダー
型フィルタにおける出力側の２段分のラダー型フィルタを示す。なお、ラダー型フィルタ
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の段数は、一つの直列共振器と一つの並列共振器とで１段分とカウントする。例えば、図
６（ａ）において直列共振器Ｓ１１と並列共振器Ｐ１１とで構成されるラダー型フィルタ
が１段目のラダー型フィルタであり、直列共振器Ｓ１１と並列共振器Ｐ１２とで構成され
るラダー型フィルタが２段目のラダー型フィルタである。
【００２６】
　図7は、図６（ａ）～（ｄ）に示すラダー型フィルタの通過特性を示す。図７における
特性（ａ）～（ｄ）は、それぞれ図６（ａ）～（ｄ）に示すラダー型フィルタの通過特性
に対応している。図６（ａ）に示すラダー型フィルタと図６（ｂ）に示すラダー型フィル
タとを備えたラダー型フィルタでは、図７に示す特性（ａ）と特性（ｂ）とを合わせた通
過特性となる。一方、図６（ｃ）に示すラダー型フィルタと図６（ｄ）に示すラダー型フ
ィルタとを備えたラダー型フィルタでは、図７に示す特性（ｃ）と特性（ｄ）とを合わせ
た通過特性となる。すなわち、図６（ａ）に示すラダー型フィルタと図６（ｂ）に示すラ
ダー型フィルタとを備えたラダー型フィルタ、つまり図４（ａ）に示すラダー型フィルタ
によれば、入出力間のインピーダンスを整合することができるので、低損失化及び広帯域
化が可能となる。一方、図６（ｃ）に示すラダー型フィルタと図６（ｄ）に示すラダー型
フィルタとを備えたラダー型フィルタ、つまり図４（ｂ）に示すラダー型フィルタによれ
ば、入出力間のインピーダンスを整合することが難しく、低損失化及び広帯域化が困難と
なる。
【００２７】
　なお、本実施の形態では、各共振器はＦＢＡＲで実現しているが、ＳＡＷデバイスで実
現したとしても本実施の形態と同様の効果が得られる。
【００２８】
　　〔２．デュープレクサの構成〕
　携帯電話端末、ＰＨＳ（Personal Handy-phone System）端末、無線ＬＡＮシステムな
どの移動体通信（高周波無線通信）には、デュープレクサが搭載されている。デュープレ
クサは、通信電波などの送信機能及び受信機能を持ち、送信信号と受信信号の周波数が異
なる無線装置において用いられる。
【００２９】
　図８は、本実施の形態のフィルタを備えたデュープレクサの構成を示す。デュープレク
サ５２は、位相整合回路５３、受信フィルタ５４、および送信フィルタ５５を備えている
。位相整合回路５３は、送信フィルタ５５から出力される送信信号が受信フィルタ５４側
に流れ込むのを防ぐために、受信フィルタ５４のインピーダンスの位相を調整するための
素子である。また、位相整合回路５３には、アンテナ５１が接続されている。受信フィル
タ５４は、アンテナ５１を介して入力される受信信号のうち、所定の周波数帯域のみを通
過させる帯域通過フィルタで構成されている。また、受信フィルタ５４には、出力端子５
６が接続されている。送信フィルタ５５は、入力端子５７を介して入力される送信信号の
うち、所定の周波数帯域のみを通過させる帯域通過フィルタで構成されている。また、送
信フィルタ５５には、入力端子５７が接続されている。ここで、受信フィルタ５４には、
本実施の形態におけるフィルタが含まれている。
【００３０】
　本実施の形態にかかるフィルタをデュープレクサに採用することにより、低損失かつ広
帯域のデュープレクサを実現することができる。
【００３１】
　なお、図８に示す受信フィルタ５４は、出力側がバランス型になっているが、シングル
エンドでも良い。
【００３２】
　　〔３．通信モジュールの構成〕
　図９は、本実施の形態にかかるデュープレクサを備えた通信モジュールの一例を示す。
図９に示すように、デュープレクサ５２は、受信フィルタ５４と送信フィルタ５５とを備
えている。また、受信フィルタ５４には、例えばバランス出力に対応した受信端子５６が
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接続されている。また、送信フィルタ５５は、パワーアンプ７４を介して送信端子５７に
接続している。ここで、受信フィルタ５４は、本実施の形態にかかるフィルタを備えてい
る。
【００３３】
　受信動作を行う際、受信フィルタ５４は、アンテナ端子６１を介して入力される受信信
号のうち、所定の周波数帯域の信号のみを通過させ、受信端子５６から外部へ出力する。
また、送信動作を行う際、送信フィルタ５５は、送信端子５７から入力されてパワーアン
プ７４で増幅された送信信号のうち、所定の周波数帯域の信号のみを通過させ、アンテナ
端子６１から外部へ出力する。
【００３４】
　本実施の形態にかかるフィルタを通信モジュールに採用することにより、低損失かつ広
帯域の通信モジュールを実現することができる。
【００３５】
　なお、図９に示す通信モジュールの構成は一例であり、他の形態の通信モジュールに本
実施の形態にかかるデュープレクサを搭載しても、同様の効果が得られる。
【００３６】
　　〔４．通信装置の構成〕
　図１０は、本実施の形態にかかるデュープレクサ、または前述の通信モジュールを備え
た通信装置の一例として、携帯電話端末のＲＦブロックを示す。また、図１０に示す通信
装置は、ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）通信方式及びＷ－ＣＤＭ
Ａ（Wideband Code Division Multiple Access）通信方式に対応した携帯電話端末の構成
を示す。また、本実施の形態におけるＧＳＭ通信方式は、８５０ＭＨｚ帯、９５０ＭＨｚ
帯、１．８ＧＨｚ帯、１．９ＧＨｚ帯に対応している。また、携帯電話端末は、図１０に
示す構成以外にマイクロホン、スピーカー、液晶ディスプレイなどを備えているが、本実
施の形態における説明では不要であるため図示を省略した。ここで、デュープレクサ５２
における受信フィルタ５４は、本実施の形態にかかるフィルタを備えている。
【００３７】
　まず、アンテナ７１を介して入力される受信信号は、その通信方式がＷ－ＣＤＭＡかＧ
ＳＭかによってアンテナスイッチ回路７２で、動作の対象とするＬＳＩを選択する。入力
される受信信号がＷ－ＣＤＭＡ通信方式に対応している場合は、受信信号をデュープレク
サ５２に出力するように切り換える。デュープレクサ５２に入力される受信信号は、受信
フィルタ５４で所定の周波数帯域に制限されて、バランス型の受信信号がＬＮＡ７３に出
力される。ＬＮＡ７３は、入力される受信信号を増幅し、ＬＳＩ７５に出力する。ＬＳＩ
７５では、入力される受信信号に基づいて音声信号への復調処理を行ったり、携帯電話端
末内の各部を動作制御したりする。
【００３８】
　一方、信号を送信する場合は、ＬＳＩ７５は送信信号を生成する。生成された送信信号
は、パワーアンプ７４で増幅されて送信フィルタ５５に入力される。送信フィルタ５５は
、入力される送信信号のうち所定の周波数帯域の信号のみを通過させる。送信フィルタ５
５から出力される送信信号は、アンテナスイッチ回路７２を介してアンテナ７１から外部
に出力される。
【００３９】
　また、入力される受信信号がＧＳＭ通信方式に対応した信号である場合は、アンテナス
イッチ回路７２は、周波数帯域に応じて受信フィルタ７６～７９のうちいずれか一つを選
択し、受信信号を出力する。受信フィルタ７６～７９のうちいずれか一つで帯域制限され
た受信信号は、ＬＳＩ８２に入力される。ＬＳＩ８２は、入力される受信信号に基づいて
音声信号への復調処理を行ったり、携帯電話端末内の各部を動作制御したりする。一方、
信号を送信する場合は、ＬＳＩ８２は送信信号を生成する。生成された送信信号は、パワ
ーアンプ８０または８１で増幅されて、アンテナスイッチ回路７２を介してアンテナ７１
から外部に出力される。
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【００４０】
　本実施の形態にかかるフィルタを通信装置に採用することにより、低損失かつ広帯域の
通信装置を実現することができる。
【００４１】
　なお、図１０に示す通信装置の構成は一例であり、他の形態の通信装置に本実施の形態
にかかるデュープレクサを搭載しても、同様の効果が得られる。
【００４２】
　　〔５．実施の形態の効果、他〕
　本実施の形態によれば、低損失かつ広帯域のラダー型フィルタを実現することができる
。すなわち、本実施の形態のラダー型フィルタは、入力側の並列共振器Ｐ１１に対して並
列にインダクタＬ１１が接続され、出力側の直列共振器Ｓ１２に対して並列にインダクタ
Ｌ１２が接続されている。インダクタＬ１１及びＬ１２は、それぞれ異なる経路上（直列
共振器と並列共振器との間の経路上）に接続されている。このような構成とすることによ
り、入出力間においてインピーダンス整合を行うことができるので、低損失かつ広帯域の
ラダー型フィルタを実現することができる。
【００４３】
　なお、本実施の形態では、ラダー型フィルタにおける入力側の並列共振器（例えば並列
共振器Ｐ１１）にインダクタＬ１１が並列接続され、出力側の直列共振器（例えば直列共
振器Ｓ１２）にインダクタＬ１２が並列接続されている構成としたが、入力側の直列共振
器（例えば直列共振器Ｓ１１）にインダクタＬ１１が並列接続され、出力側の並列共振器
（例えば並列共振器Ｐ１３）にインダクタＬ１２が並列接続されている構成としてもよい
。
【００４４】
　また、本実施の形態における直列共振器Ｓ１１、Ｓ１２は、本発明の主共振器の一例で
ある。本実施の形態における並列共振器Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３は、本発明の副共振器の
一例である。本実施の形態におけるインダクタＬ１１は、本発明の主インダクタの一例で
ある。本実施の形態におけるインダクタＬ１２は、本発明の副インダクタの一例である。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本願は、フィルタ、デュープレクサ、通信モジュール、通信装置に有用である。
【符号の説明】
【００４６】
　Ｓ１１、Ｓ１２　直列共振器
　Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３　並列共振器
　Ｌ１１、Ｌ１２　インダクタ
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